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1. 緒言 の 番 手 、 お よ び シ ン グ、ルカ バ ー ド 糸 の 巻数 を
変化 さ せ て 、 一 定番 手 の シ ン グル カ バ ー ド 糸

女性 の 素 肌 の 美 し さ を よ り 引 き 立 て る パ ン を 得 る こ と が で き る 。
テ イ ス ト ッ キ ン グ へ の 要求 に応 え る た め に 、
パ ン テ イ ス ト ッ キ ン グ の 透 明 感 を 改善 し 、 よ
り 美 し さ を 引 き 出せ る 糸 と 製品 の設計 ・ 開 発 、
な ら び に そ の 美 し さ と 快適 性 を 基 準化 で き る
測 定 ・ 評価 シ ス テ ム の 開 発 を 目 的 と し た 。

こ こ で は 、 シ ン グルカ バー ド糸 を試作 し て 、
糸 の 作製条件 と 構 造 が 丸 平編 物 の 光透 過 性 に
及 ぼす影響 に つ い て 調べた結果 を報告す る 。

2. シ ン グルカ バー ド糸 の試作

原 材 料 に は 、 芯 糸 と し て ポ リ ウ レ タ ン 糸
( 20dl3f) と カ パ リ ン グ 糸 と し て ナ イ ロ ン 糸
( 1 0dl5ζ 1 2d17f) を それぞれ使用 し た 。
図 1 は試 作 カ パ リ ン グ機 の 概 略図 を 示す。

作製す る シ ン グル カ パ リ ン グ糸 の 番 手 (太 さ )
と 巻数 は 、 芯 糸 の 延 伸 比 ( 糸 張力 ) と 中 空 ス
ピ ン ド ル の 回 転 速度 、 巻 取 ロ ー ラ の巻取速度
に よ っ て 変化 す る 。 そ こ で 、 こ れ ら 3 つ の 設
定条件が試作 シ ン グ、/レカ パ リ ン グ糸 の番 手 (太
さ ) と 巻数 に及 ぽす影響 に つ い て 調 べ 、 つ ぎ
の経験式 (1 )， (2) を得た。

T = 6.65 E 
0.87 R / V ・ ・ ( 1 ) ‘

F = ( 1 .6 X I 0-4 E + 1 . 0 X I 0-4 C ) T 
+ [B + (3 .6 X I O-1 E + 9.7 X 10-1 C)] ・ ・ (2)

た だ し、 T (加rns/m) と F (denier) はそれぞれ
シ ン グルカ バ ー ド 糸 の巻数 と 番手 、 E は芯糸 の
延伸比、 R (中m) は 中 空 ス ピ ン ドノレ の 回転数、
V (rpm) は巻取 ロ ー ラ の 回転数、 B は芯糸 の番
手 (20d) 、 C は カ パ リ ン グ糸 の番手(10d ま た は
1 2d) で あ る 。

し た が っ て 、 芯 糸 の 延 伸 比 、 カ パ リ ン グ 糸
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3. 実験方法

作製条件 と 糸 構 造 の 異 な っ た 4 種類 の シ ン
グノレ カ バ ー ド糸 (番手約 34d， 巻方向 S) か ら
そ れ ぞ れ の 丸 平編 物 を 作製 し 、 供試 し た 。 ま
た 、 色 と タ イ プ の 異 な る 6 種類 の 市販 パ ン テ
イ ス ト ッ キ ン グ も 試料 と し て使用 し た。

図 2 は 試 作 の 測 定装 置 の 概略 図 を 示す。 測
定部 は塩 ピパイ プ と 照度計で構成 さ れて お り 、
パ イ プ に は 一 般 女 性 の 脚 部 サ イ ズ に 対応 し た
5 種類 を使 用 し た 。 ま た 、 試料 は パ イ プ の 表
面 と 開 口 部 を 被覆す る 状態 に 装 着 し て 、 測 定
さ れ る 。 な お 、 実 験 は 外部 か ら の 光 の 影響 を
取 り 除 く た め に 、 暗室 内 で 実施 した。

こ こ で 、 試料装着時の照度 を IE (1X)、 試料無
装着時 の 照度 を ん (lx) と す る と き 、 光 の透過
率 lr (%) と 反射率 lR (%) は、 それぞれ次式 (1 )， 
(2) よ り 求 ま る 。

透過率 ん = (/e / 10 ) X 1 00 ・ ・ ( 1 )
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